TS
XML化情報検索プロトコル―画像検索機能

TS X 0091：2005
（JSA)

公表 平成17年12月20日

（有効期限 平成22年12月19日）

日本工業標準調査会  標準部会

情報技術 委員会審議

（日本規格協会 発行）


まえがき

この文書は，工業標準化法第３条の規定に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が公表した標準仕様書（TS）である。
この標準仕様書（TS）の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。主務大臣及び日本工業標準調査会は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

この標準仕様書（TS）には，次の附属書が添付されている。

附属書Ａ（参考）　例
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TS

X 0091：2005
XML化情報検索プロトコル－画像検索機能

XML-based Information Retrieval Protocol - Query by image 

序文　この標準仕様書（TS）は，2003年度及び2004年度における財団法人日本規格協会　情報技術標準化研究センター　将来型文書統合システム調査研究委員会の調査研究をもとに工業標準化の促進に関連して特に重要と判断される技術情報をまとめ，標準仕様書（TS）として公表するものである。 
 LISTNUM list1 \l 1  
適用範囲　この標準仕様書（TS）は, アメリカ合衆国のLibrary of Congress のZING（Z39.50 International: Next Generation）グループが開発したXMLに基づいた図書情報の検索プロトコルSRW 1.1（Search/Retrieve for the Web 1.1）に対する追加機能としての“画像検索機能”について規定する。
SRWは，ISOで開発されたISO 23950:1998 "Information Retrieval (Z39.50): Application Service Definition and Protocol Specification"を元にして，インターネット時代に対応するように改良されたXMLに基づく図書検索プロトコルである。しかし，その検索はUCS（Unicode）で登録された文字の範囲に限られており，図書で多く存在する文字画像での図書検索には不十分であるだけでなく，挿画などの画像一般を用いた図書検索への要求にも対応できない。

この標準仕様書（TS）に従うことによって, 画像を送信でき，画像を用いた図書情報の検索が可能になり，単純なUCS（Unicode）に従った検索以上のことを行えるようになる。  
 LISTNUM list1 \l 1  
引用規定　次に掲げる規格，標準仕様書（TS），規定及び仕様書は，この標準仕様書（TS）に引用されることによって，この標準仕様書（TS）の規定の一部を構成する。これらの引用規格などのうちで，発効年又は発効年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの標準仕様書（TS）の規定を構成するものであって，その後の改正版・追補には適用しない。発効年又は発行年を付記していない引用規格などは，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS X 0806:1999　情報検索(Z39.50) 応用サービス定義及びプロトコル仕様　

備考
これは，ISO 23950:1998 "Information Retrieval (Z39.50): Application Service Definition and Protocol Specification"に一致している。

　JIS X 4158:2005　XML名前空間
　　備考　これは，1999年1月にWorld Wide Web Consortium (W3C)から公表された Namespaces in XMLに一致している。
　JIS X 4159:2005　拡張可能なマーク付け言語 (XML) 1.0 (Third Edition)
　　備考　これは，2004年2月に3rd EditionとしてWorld Wide Web Consortium (W3C)から公表された勧告Extensible Markup Language (XML)1.0に一致している。
　TS X 0085:2004　ハイパテキスト転送プロトコル HTTP/1.1
　　備考　これは，Internet Engineering Task Force から公表されたRFC2616　Hypertext Transfer Protocol -- HTTP/1.1”に一致している。

参考　これは，ftp://ftp.rfc-editor.org/in-notes/rfc2616.txt から入手できる。

　RFC3986　Uniform Resource Identifier (URI): Generic Syntax

　　参考1.　この前の版が，TS X 0097:2004“統一資源識別子（URI）　共通構文”に対応している。

　　2.
　これは，ftp://ftp.rfc-editor.org/in-notes/rfc3986.txt から入手できる。

SRW 1.1: Search/Retrieve Webservice Version 1.1, 20th May 2004
参考
これは，http://srw.cheshire3.org/SRW-1.1.pdfから入手できる。

　XML Schema Part 1　XML Schema Part 1: Structures

参考　これは，http://www.w3.org/TR/xmlschema-1/ から入手できる。

　XML Schema Part 2　XML Schema Part 2: Datatypes Second Edition
参考　これは，http://www.w3.org/TR/xmlschema-2/ から入手できる。

　

 LISTNUM list1 \l 1  
定義　この標準仕様書で用いる主な用語の定義は，次による。

 LISTNUM list1 \l 2  
基本操作　SRW 1.1で用いる3種類の基本的なサービス。searchRetrieve操作，scan操作及びexplain操作から成る。
 LISTNUM list1 \l 2  
クライアント　基本操作を要求する側。情報検索の利用者側になる。

 LISTNUM list1 \l 2  
サーバ　クライアントからの基本操作要求に応答する側。検索される情報を保持している。

 LISTNUM list1 \l 1  
SRW 1.1の概要　この標準仕様書（TS）は，仕様書SRW1.1で規定するSRW 1.1の拡張という位置付けになる。そこで，規定を自己完結させるために，拡張の規定に必要なSRW 1.1の部分を，4.で示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
基本操作　SRW 1.1は，次の三つの基本操作からなるサーバ及びクライアント形式のプロトコルになっている。
－
serachRetrieve操作。クライアントが問合せ及び検索の要求をし，サーバがこれに応答する。

－
scan操作。クライアントが，サーバで定義された索引に基づいて項目を閲覧する。

－
explain操作。サーバのもつ機能を記述した文書を取得する。

これらは，XMLで記述され，そのフィールドは，XML Schema Part1及びXML Schema Part2で規定するXMLスキーマ（以下，xsd）の型又はそれから構築される型をもつ。

この標準仕様書（TS）では，serachRetrieve操作の拡張機能だけを用いる。

 LISTNUM list1 \l 2  
searchRetrieve操作　serachRetrieve操作は，クライアントからサーバへの要求searchRetrieveRequest，及びサーバからクライアントへの応答searchRetrieveResponseから成る。これらは，表1及び表2による。

この標準仕様書（TS）では，searchRetrieveRequestのextraRequestDataだけを用いる。詳細は，5.を参照。

表 1　searchRetrieveRequest
	フィールド名
	型
	必す（須）かどうか
	規定内容

	version
	xsd:string
	必す（須）
	要求の版。応答の版は，この版以下とする。

	query
	xsd:string
	必す（須）
	CQLで表現された問合せ。CQLは4.3参照。

	startRecord
	xsd:integer
	任意選択
	合致したレコード内での最初のレコードの位置。０以上とする。省略時値は1。

	maximumRecords
	xsd:integer
	任意選択
	返される最大レコード数。0以上。省略時は，サーバが決定する。

	recordPacking
	xsd:string
	任意選択
	応答の中で特別な扱いをするのが望ましいレコードのその扱い方法を決定する文字列。

	recordSchema
	xsd:string
	任意選択
	レコードに仮定されているスキーマ。

	recordXPath
	xsd:string
	任意選択
	レコードを返す前に適用されるXPath式。

	resultSetTTL
	xsd:integer
	任意選択
	検索結果集合の望ましいサーバ保持時間。サーバは合意しなくてもよい。省略時は，サーバが決定する。

	sortKeys
	xsd:string
	任意選択
	結果に適用される整列キーの並び。

	styleSheet
	xsd:anyURI
	任意選択
	応答におけるXMLスタイルシートとして用いられるものを指定するURL。

	extraRequestData
	XML断片
	任意選択
	付加的な情報を与えるXMLデータ。


表 2　searchRetrieveResponse
	フィールド名
	型
	必す（須）かどうか
	規定内容

	version
	xsd:string
	必す（須）
	応答の版。これは，要求の版以下とする。

	numberOfRecord
	xsd:integer
	必す（須）
	検索によって合致したレコード数。

	resultSetId
	xsd:string
	任意選択
	検索によって生成された結果集合の識別子。

	resultSetIdleTime
	xsd:integer
	任意選択
	生成された結果集合を削除する秒数。

	records
	recordの並び
	任意選択
	検索によって合致したレコードの並び。

	nextRecordPosition
	xsd:integer
	任意選択
	返される最終レコードの後の結果集合内での位置。

	diagnostics
	diagnosticの並び
	任意選択
	検索実行中に生成された診断の並び。

	extraResponseData
	XML断片
	任意選択
	付加的な情報を与えるXMLデータ。

	echoedSearchRetrieveRequest
	XML断片
	任意選択
	SRUを使用した場合に，その要求をXML形式でクライアントに返す。SRUについては，4.4参照。


 LISTNUM list1 \l 2  
CQL　CQL（Common Query Language）は，SRW 1.1用に開発された簡易な共通問合せ言語をいう。その詳細規定は，仕様書SRW 1.1の32.～39.による。その文法を次に示す。

	cqlQuery
	::=
	prefixAssignment cqlQuery | scopedClause 

	prefixAssignment
	::=
	'>' prefix '=' uri | '>' uri

	scopedClause
	::=
	scopedClause booleanGroup searchClause | searchClause

	booleanGroup
	::=
	boolean [modifierList]

	boolean
	::=
	'and' | 'or' | 'not' | 'prox'

	searchClause
	::=
	'(' cqlQuery ')'
| index relation searchTerm
| searchTerm

	relation
	::=
	comparitor [modifierList]

	comparitor
	::=
	comparitorSymbol | namedComparitor

	comparitorSymbol
	::=
	'=' | '>' | '<' | '>=' | '<=' | '<>'

	namedComparitor
	::=
	identifier

	modifierList
	::=
	modifierList modifier

	modifier
	::=
	
'/' modifierName comparitorSymbol modifierValue
| '/' modifierName

	prefix, uri, modifierName, modifierValue, searchTerm, index
	::=
	term

	term
	::=
	identifier | 'and' | 'or' | 'not' | 'prox'

	identifier
	::=
	charString1 | charString2

	charString1
	:=
	＜空白，“(”，“)”，“=”，“<”，“>”，“””（二重引用符）及び“/”を含まない文字の任意の並び。＞

	charString2
	:=
	＜二重引用符を除く任意の文字の並びを二重引用符で囲んだもの。ただし，二重引用符で囲まれた文字の中に，（日本語環境では円記号になることが多い）逆斜線記号の後に二重引用符を続ける記法で，二重引用符を含めてもよい。＞


この標準仕様書（TS）は，その文法の一部だけを用いる。詳細は，5.3を参照。

 LISTNUM list1 \l 2  
SRU　SRU（Search and Retrieve URL）は，SRWの要求searchRetriveRequestをHTTPのGET操作を用いて簡便に実現する方式をいう。SRWでは要求がXMLを用いて指定されるのに対して，SRUでは要求はURLの中に埋め込まれる。HTTPについては，TS X 0085を，URLについては，RFC3986を参照。

SRUは，基底となるURLと，“?”で分離されたsearchpartとから構成されたURLとする。Searchpartは，“&”で分離され“key=value”という形式のキー及び値を“=”でつないだ（複数個の）パラメタから成る。“key”は，SRWにおけるsearchRetriveRequestの各フィールドのフィールド名とし，“value”はその値とする。

　SRUの詳細規定は，仕様書SRW 1.1の30.～31.を参照。

 LISTNUM list1 \l 1  
画像検索機能　5.では，仕様書SRW 1.1への拡張機能としての画像検索機能を規定する。例を，附属書Aに示す。

 LISTNUM list1 \l 2  
機能の要件　画像検索機能は，仕様書SRW 1.1への拡張機能とするが，その拡張を最小限にするために，次の要件に従う。

－
画像検索拡張機能は，仕様書SRW 1.1に従わなければならない。

－
クライアントは，問合せ要求searchRetrieveRequestの中に画像又は画像へのURIを指定し，サーバは，CQL及びこの情報を使って検索を実行し，クライアントに結果を返す。

－
実際の画像検索の方式は，規定しない。それは，サーバに依存するか，クライアントとサーバとの間であらかじめ決められた方式に従うものとする。

－
画像は，“要求”に対してだけ送信する。“応答”では送信しない。“応答”は，既存のSRW1.1によるテキストに基づく結果集合とする。

－
CQLは，拡張しない。

－
画像データ又はそのURIは，searchRetrieveRequestのextraRequestDataの中にXMLを用いて与えられる。実際の画像データを送信するか，又はそのURIを送信するかは，クライアントの任意とする。サーバは，どちらも受け付けなければならない。

 LISTNUM list1 \l 2  
名前空間　画像検索機能は，次の名前空間を用いる。

info:srw/extension/7/image-query-v1.0
ここで，“7”は，画像検索機能の登録機関，JSA/INSTAC/AIDOS（Japanese Standard Association/Information Technology Research and Standardization Center/Committee for Advanced Integrated Documents Standardization，財団法人日本規格協会　情報技術標準化研究センター　将来型文書統合システム標準化調査研究委員会）を示す番号であって，ZINGで登録されている。http://www.loc.gov/z3950/agency/zing/srw/infoURI.htmlを参照。

 LISTNUM list1 \l 2  
CQL　画像検索機能では，SRW1.1のCQLの次の部分を変更なしに用いる。直接に画像検索機能とは関係しない部分は，“...”で示す。

	cqlQuery
	::=
	... | scopedClause 

	
	...
	

	scopedClause
	::=
	scopedClause booleanGroup searchClause | searchClause

	booleanGroup
	::=
	boolean ...

	boolean
	::=
	'and' | 'or' | 'not' | ...

	searchClause
	::=
	'(' cqlQuery ')'
| index relation searchTerm
| ...

	relation
	::=
	comparitor ...

	comparitor
	::=
	comparitorSymbol | ...

	comparitorSymbol
	::=
	'=' | ...

	
	...
	

	searchTerm, index, ...
	::=
	term

	term
	::=
	identifier | ...

	identifier
	::=
	charString1 | charString2

	charString1
	:=
	＜空白，“(”，“)”，“=”，“<”，“>”，“””（二重引用符）及び“/”を含まない文字の任意の並び。＞

	charString2
	:=
	＜二重引用符を除く任意の文字の並びを二重引用符で囲んだもの。ただし，二重引用符で囲まれた文字の中に，（日本語環境では円記号になることが多い）逆斜線記号の後に二重引用符を続ける記法で，二重引用符を含めてもよい。＞


さらに，画像検索機能として，次の特殊化を行う。

	index
	::=
	“image.label”

	searchTerm
	::=
	＜画像検索機能のためのXMLスキーマ（5.4参照）における“label”属性の値＞


“index”として“image.label”を，“searchTerm”として5.4に規定する画像検索機能用のXMLスキーマの“label”属性の値を使用する。この値は，検索する画像又はそのURIを指定する。

 LISTNUM list1 \l 2  
XMLスキーマ　画像検索機能のためのXMLスキーマは，次による。

<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">

  <xsd:element name="imageList">

    <xsd:complexType>

      <xsd:sequence>

        <xsd:choice>

          <xsd:element ref="imageData"/>

          <xsd:element ref="imageURI"/>

        </xsd:choice>

      </xsd:sequence>

    </xsd:complexType>
  </xsd:element>
  <xsd:element name="imageData" type="xsd:base64Binary">

    <xsd:attribute name="label" type="xsd:string"/>

    <xsd:attribute name="mimeType" type="xsd:string"/>

  </xsd:element>

  <xsd:element name="imageURI" type="xsd:anyURI">

    <xsd:attribute name="label" type="xsd:string"/>

    <xsd:attribute name="mimeType" type="xsd:string"/>

  </xsd:element>
</xsd:schema>

一つの“imageList”要素が，searchRetriveRequestのextraRequestDataに含まれなければならない。

“imageList”要素は，一つ以上の“imageData”要素又は“imageURI”要素を含まなければならない。“imageData”要素は，base64Binary形式で実際の画像データを含み，“imageURI”要素は，実際の画像データのURIを含む。“imageData”要素又は“imageURI”要素の選択はクライアントの任意とする。サーバは，どちらも受け入れなければならない。

“imageData”要素及び“imageURI”要素は，“label”属性をもつ。その値は，一つの“imageList”要素の中で一意でなければならず，CQLの“image.label”で参照される。“label”属性は，省略してもよい。ただし，その場合には，すべての“label”属性を省略しなければならない。SRU（6.参照）を使用する場合が，これに対応する。省略した場合には，“imageList”要素の中の“imageData”要素又は“imageURI”要素の出現の順番が，“label”属性の値とみなされなければならない。すなわち，最初に出現するものは，その“label”の値が“1”とみなされ，2番目に出現するものは，その“label”の値が“2”とみなされ，などとする。

備考
省略する場合にはすべての“label”属性を省略しなければならない，という制限は，“label”の意味をあいまいにしないために提供されている。

“imageData”要素及び“imageURI”要素は，画像のMIME型を指定する“mimeType”属性をもつ。

備考
画像サイズなどの画像に関する他の情報も“imageData”要素及び“imageURI”要素に与えるのがよいかもしれないが，これは，将来の課題とする。

 LISTNUM list1 \l 1  
画像検索機能の処理　画像検索機能の実際の処理は，サーバに依存する。クライアントが指定する画像検索固有の検索条件などの付加的な情報も，この標準仕様書（TS）では規定しない。

 LISTNUM list1 \l 1  
SRUの使用　7.では，SRUを使用する場合を規定する。SRUの使用はクライアントの任意とするが，サーバはこれを処理できなければならない。

SRUの指定方法は，4.4による。ただし，画像検索機能に関しては，次の制限に従わなければならない。

－“key”として，5.4で規定した要素名に，“x-info-7-”を接頭辞として付加しなければならない。例えば，“imageURI”に対しては，“x-info-7-imageURI”とする。

－“imageData”は使用してはならない。“imageURI”だけが許される。

－“label”属性は使用できない。したがって，“imageURI”の出現の順番が，“label”属性の値としてみなされる。

－
MIME型は指定できない。MIME型は，ファイル拡張子によって識別されることが望ましい。

－
“value”は，構造をもってもよい。この場合には，“value”は，二重引用符（“””，%22）で囲まれ，その値は“key=value”形式で入れ子になっていなければならない。二重引用符で囲まれた中に二重引用符が出現する場合には，（日本語環境では円記号になることの多い）逆斜線記号（\）の後に二重引用符を続け，“\”（%5C%22）”としなければならない。

例を，附属書Aに示す。

附属書A（参考）　例
この附属書A（参考）では，画像検索機能を使用した場合の例を示す。

なお，この例では，画像検索機能の理解には関係しないが，仕様書SRW1.1に従って，SOAPを使用している。SOAPに関しては，http://www.w3.org/TR/2003/REC-soap12-part1-20030624/ などを参照。

A.1
例の解説　次のシナリオを考える。 

大変に猫好きのある人（仮に“陽子”という名前の女性とする。）が，その飼い猫であるタマと話をしてみたいと思っている。最近は，犬や猫の話を解釈するというツールもあるので，それほどおかしな話でもないだろう。陽子は，まずは，タマとの会話の手引きとして役立つだろう本を探してみることにした

それらツールによれば，猫との会話を理解するには，猫の品種が分かった方がよいとされているらしい。ところが，陽子はタマの品種を知らない。困った陽子は，タマの写真を撮ることにし，その写真を使った画像検索を追加で行うことで，タマとの会話に役立つ本を検索することを思いついた。画像は，タマの品種の手がかりを与えてくれるだろうから，それによってタマとの会話に役に立つ本を，より的確に探し出してくれる可能性がある。

さらに幸運なことに，陽子は，“http://www.x-books.org”というサイトが，最近，SRW1.1の画像検索機能を提供したサービスを開始し，評判になっていることを知っていた。

そこで，早速，タマの写真を使って，そのサイトでタマと会話するのに役に立つだろう本を検索してみることにした。
A.2
SRWによる検索　画像検索機能を用いて仕様書SRW 1.1に従った検索要求は，例えば，次のとおりになる。この例では，CQLで“cat“及び“speak”をタイトルに含み，タマの2枚の写真に基づいた検索を要求している。

<SOAP:Envelope xmlns:SOAP="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

  <SOAP:Body>

    <SRW:searchRetrieveRequest xmlns:SRW="http://www.loc.gov/zing/srw/">

      <SRW:version>1.1</SRW:version>

      <SRW:query>((dc.title any "cat speak") and (image.label="1" and image.label="2"))</SRW:query>

      <SRW:startRecord>1</SRW:startRecord>

      <SRW:maximumRecords>10</SRW:maximumRecords>

      <SRW:recordSchema>info:srw/schema/1/mods-v3.0</SRW:recordsSchema>

      <SRW:extraRequestData>

        <imageQuery:imageList xmlns:imageQuery="info:srw/extension/7/image-query-v1.0"/>

           <imageQuery:imageData label="1" mimeType="image/jpeg">

            ..... (JPEG data of Tama's picture 1 in base64Binary) .....

          </imageQuery:imageData>

          <and/>

          <imageQuery:imageData label="2" mimeType="image/jpeg">

            ..... (JPEG data of Tama's picture 2 in base64Binary) .....

          </imageQuery:imageData>

        </imageQuery:imageList>

      </SRW:extraRequestData>

    </SRW:searchRetreiveRequest>

  </SOAP:Body>

</SOAP:Envelope>

これに対して，例えば，次のような応答が返ってくる。 

<SOAP:Envelope xmlns:SOAP="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">

  <SOAP:Body>

    <SRW:searchRetrieveResponse xmlns:SRW="http://www.loc.gov/zing/srw/">

      <SRW:numberOfRecords>2</SRW:numberOfRecords>

      <SRW:resultSetId>8c527d60-c3b4-4cec-a1de-1ff80a5932df</SRW:resultSetId>

      <SRW:resultSetIdleTime>600</SRW:resultSetIdleTime>

      <SRW:records>

        <SRW:record>

          <SRW:recordSchema>info:srw/schema/1/mods-v3.0</SRW:recordSchema>

          <SRW:recordData>

            <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

            <mods xmlns:xlink="http://www.w3.org/TR/xlink" 

                     xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

                     xmlns="http://www.loc.gov/mods/" 

                     xsi:schemaLocation="http://www.loc.gov/standards/mods/mods.xsd">

              <titleInfo>

                <title>How to Speak with Your Cats: Their Misterious Worlds!</title>

              </titleInfo>

              <name type="personal">

                <namePart>Kitty, Furry.</namePart>

                <role>creator</role>

              </name>

              ...

          </SRW:recordData>

          <SRW:recordPosition>1</SRW:recordPosition>

        </SRW:record>

        <SRW:record>

          <SRW:recordSchema>info:srw/schema/1/mods-v3.0</SRW:recordSchema>

         <SRW:recordPacking>string</SRW:recordPacking>

          <SRW:recordData>

            <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

            <mods xmlns:xlink="http://www.w3.org/TR/xlink" 

                     xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

                     xmlns="http://www.loc.gov/mods/" 

                     xsi:schemaLocation="http://www.loc.gov/standards/mods/mods.xsd">

              <titleInfo>

                <title>Japanese Bobtail Speaks! : A Story of A Japanese Cat</title>

              </titleInfo>

              <name type="personal">

                <namePart>Tamako, Nekomata.</namePart>

                <role>creator</role>

              </name>

              ...

          </SRW:recordData>

          <SRW:recordPosition>2</SRW:recordPosition>

        </SRW:record>

      </SRW:records>

    </SRW:searchRetrieveResponse>

  </SOAP:Body>

</SOAP:Envelope>

画像検索の実際の機能はサーバ任せなのでサーバの実力が問われることになるが，この場合は，タマは“Japanese Bobtail”の可能性があり，それ相応の応答が返ってきたようだ。陽子の計画の第一歩としてはそれなりの成果があったものと思われる。

A.3
SRUによる検索　SRUは，要求だけに使用できる。A.2のSRWの場合の要求と等価なSRUは，次のとおり。ただし，見やすさのために改行を入れたが，実際には入らないことに注意。

http://myserver.com/myurl/?operation=searchRetrieve&version=1.1

&query=((dc.title%20any%20%22cat%20speak%22)%20and%20(image.label=%221%22%20and%20image.label=%222%22))

&startRecord=1&maximumRecords=10&recordSchema=info-1-mods-v3.0

&x-info-7-imageList=

%22x-info-7-imageData=http://myserver.com/imageData/TamaPicture-1.jpg

&x-info-7-imageData=http://myserver.com/imageData/TamaPicture-2.jpg%22

TS X 0091：2005
XML化情報検索プロトコル－画像検索機能
解　説
この解説は，本体及び附属書に規定した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するものであって，標準仕様書（TS）の一部ではない。
1.
公表の趣旨及び経緯　
1.1
背景　この標準仕様書（TS）は, アメリカ合衆国のLibrary of Congress のZING（Z39.50 International: Next Generation）グループが開発したXMLに基づいた図書情報の検索プロトコルSRW 1.1（Search/Retrieve for the Web 1.1）に対する追加機能としての“画像検索機能”について規定している。
SRWは，ISOで開発されたISO 23950:1998 "Information Retrieval (Z39.50): Application Service Definition and Protocol Specification"を元にして，インターネット時代に対応するように改良されたXMLに基づく図書検索プロトコルであり，今後の図書検索の標準プロトコルとして期待されてる。しかし，その検索はUCS（Unicode）で登録された文字の範囲に限られており，図書で多く存在する文字画像での図書検索には不十分であるだけでなく，挿画などの画像一般を用いた図書検索への要求にも対応できていない。

　特に国内では，UCSに登録されてない各種文字が使用されている可能性もあり，単なる文字コードだけではなく文字画像を用いた検索もあれば便利ではないか，という議論があった。しかし，文字画像に限ることなく画像一般を扱えれば，マルチメディア時代の検索として更に有用であろうとの認識から、画像一般を用いて検索できるようなプロトコルの検討を試みることになった。

1.2
公表の趣旨及び経緯　画像を用いた検索は，既に試験的に行われているが，それらに標準的な枠組み及びプロトコルがあるわけではない。一方，SRWはインターネットを用いた図書検索用の標準的なプロトコルとして期待されているものであるが，UCSで登録された文字の範囲でしか検索が可能ではない。そこで，SRWを元にして, 画像を送信でき，画像を用いた図書情報の検索が可能になるような拡張を行った。マルチメディア主流のインターネットの現状を考えると，標準的なプロトコルとして期待できるSRWの画像拡張は非常に有用と考えられるので，画像検索可能な将来の標準プロトコルとして広く利用してもらうために，今回，公表することになった。

実際の標準仕様書（TS）の開発は，財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター（INSTAC）の将来型文書統合システム標準化調査研究委員会の作業グループ（WG1）において，2004年度の調査研究を通して行われ，2005年3月に原案を作成した。その後，2005年10月に日本工業標準調査会標準部会の情報技術専門委員会での審議を受けて承認された。
2. 審議中の主要検討課題及び懸案事項　この標準仕様書（TS）を作成中に議論になった点，今後の検討課題などは，次のとおりである。

2.1　ZINGグループとの議論　SRWの拡張を公にするためには，それの開発元であるアメリカ合衆国のLibrary of Congress のZINGグループの承認を得て，XMLの名前空間を登録してもらう必要がある（本体5.2参照）。これに関しては，財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター（INSTAC）の将来型文書統合システム標準化調査研究委員会の作業グループ（WG1）にて対応し，無事に“7”の番号を含む名前空間を登録できた。その際に，この標準仕様書（TS）を提示し，専門家と議論を行って，その結果を一部反映している。それについては，解説2.2を参照。

2.2　CQLの特殊化　解説2.1で述べたように，ZINGの専門家と議論を行った結果，CQLの一部特殊化（本体5.3参照）を行うように規定を変更した。それ以前の原案では，CQLは一切使用せずに，XMLだけで問合せを記述していたが，幾分，規定が煩雑になっていた。この修正によって，規定が簡単になっただけでなく，SRWとの親和性が更に増した。ただし，既存のCQLをそのまま使用する箇所があるので，それには注意する必要がある。つまり，この標準仕様書（TS）の規定は，あくまでもSRWを前提としており，SRWなしには動作しない。

2.3　実装の取組み　この標準仕様書（TS）作成時点では，まだ，画像検索機能に準拠した実装は存在しない。これに関しては，財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター（INSTAC）の将来型文書統合システム標準化調査研究委員会の作業グループ（WG1）の後続の委員会である，財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター（INSTAC）のユビキタス社会を推進する情報基盤の標準化調査研究のユビキタス情報アクセス技術分科会の作業グループ（WG1）にて，金沢工業大学を中心に作業している。その結果を受けて，必要ならば，規定の更なる改訂，拡張なども検討していきたい。

2.4　今後の拡張　この標準仕様書（TS）では，クライアントが画像を送信し，サーバが送信された画像をもとに独自の検索機能で図書を検索し，その結果をテキストの図書情報として返す，という仕組みになっている。これに関して，今回は一番基本的な機能だけを規定したが，標準仕様書（TS）開発中には，次のような議論も行われた。

－　画像検索を容易にするために，画像に関する属性又はメタ情報も規定し，それも送信してはどうか。

－　サーバの最低限の能力に関する規定又は指針は不要か。

－　画像を返す機能は不要か。

－　画像以外のコンテンツ，例えば動画など，への拡張は可能か。

これらに関しては，実装の結果，ZINGの動きなどを見ながら検討して行きたい。

3.　参考文献　特になし。

4.
原案作成委員会　この標準仕様書（TS）の原案を作成した財団法人日本規格協会 情報技術標準化研究センター（INSTAC）の将来型文書統合システム標準化調査研究委員会（AIDOS）及び作業グループ1（AIDOS-WG1）の委員構成を, それぞれ解説表1及び解説表2に示す。
解説表 1　将来型文書統合システム標準化調査研究委員会（AIDOS）
	
	氏名
	所属 

	委員長 
	小町 祐史 
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

	委員 
	大野 邦夫 
	株式会社ジャストシステム 

	
	宮澤 彰 
	国立情報学研究所 

	
	安達 文夫 
	国立歴史民俗博物館 

	
	飯島 正 
	慶應義塾大学 

	
	黒田 信二郎 
	紀伊国屋書店 

	
	内山 光一 
	東芝ソリューション株式会社 

	
	河込 和宏 
	株式会社東芝 

	
	菊田 昌弘 
	株式会社シナジー・インキュベート 

	
	出葉 義治 
	ソニー株式会社 

	
	長村 玄 
	ネクストソリューション株式会社 

	
	山田 篤 
	財団法人京都高度技術研究所 

	オブザーバ
	堀坂 和秀 
	経済産業省 産業技術環境局 

	事務局 
	内藤 昌幸 
	財団法人日本規格協会

	
	宮古 牧子 
	財団法人日本規格協会


解説表 2　将来型文書統合システム標準化調査研究委員会（AIDOS） 作業グループ1（AIDOS-WG1）
	
	氏名
	所属 

	主査 
	小町 祐史 
	パニソニックコミュニケーションズ株式会社 

	委員 
	飯島 正 
	慶應義塾大学 

	
	内山 光一 
	東芝ソリューション株式会社 

	
	大野 邦夫 
	株式会社ジャストシステム 

	
	須栗 裕樹 
	株式会社コミュニケーションテクノロジーズ 

	
	内藤 求 
	株式会社シナジー・インキュベート 

	
	平山 亮 
	金沢工業大学 

	
	宮澤 彰 
	国立情報学研究所 

	
	山田 篤 
	財団法人京都高度技術研究所 

	事務局 
	内藤 昌幸 
	財団法人日本規格協会

	
	宮古 牧子 
	財団法人日本規格協会
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